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要　約
　平成 25 年 11 月 30 日、梅花女子大学において日本産業看護学会第 2 回学術集会が開催された。
本学術集会では、「産業看護力の集結～新たな労働と健康の調和を求めて～」というメインテー
マのもと、会長講演・基調講演・シンポジウム・特別講演・一般演題（口演）を行い、現在の
社会経済状況と労働との相互作用で発生する健康課題をふまえた産業看護活動のあり方、産業
看護活動の発展と教育・研究の方向性について討論した。
　本学術集会における討論を通して、産業看護学会の学術的な意義が確認され、産業看護の発
展がわが国の労働者の健康、ひいては社会経済の発展に寄与することが改めて認識された。
　今後は、日本産業看護学会が、学術集会・学会誌の充実及び活動範囲の拡充により、わが国
の産業看護の発展に貢献できることを期待したい。
平成 25 年 11 月 30 日に梅花女子大学において、日本産業看護学会第 2 回学術集会を開催したの
で報告する。
Ⅰ．日本産業看護学会の紹介
　わが国では、日本産業衛生学会産業看護部
会の産業看護職継続教育システムによる産業
看護師の卒後教育が 1996 年から体系的に実
施されている。しかし、平成 22 年に実施さ
れた「産業看護活動実態調査」（産業看護研
究センター ,2011）では、過去 5 年以内の学
会や研究会での発表をしていない人が 61.6%、
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継続教育を受講していない人が 33.1％となっ
ており、産業看護職の学術活動が不十分な実
態が明らかとなった。また、産業看護学の発
展のためには高度実践看護師教育が必要であ
ること、日本の人口の約 6 割が労働者であり
看護のあらゆる場面で労働者に対する可能性
があることなどから、産業看護教育は看護基
礎教育において必要不可欠と考えられる。こ
のような実情から、平成 24 年 12 月 8 日に
「産業看護学の発展と高度な実践能力の開発
により社会に貢献すること」を目的として日
本産業看護学会が、設立された（日本産業看
護学会定款 ,2012）。
　本学会設立にあたり、設立発起人代表の河
野は、「産業看護は、日本産業衛生学会産業
部会により定義づけられ、産業看護職が産業
保健専門チームの一員として看護専門職の立
場で活動することについて社会的認知は得ら
れつつある一方で、産業看護の学問的な体系
化、高度な実践能力は未熟であり、産業看護
学の学問的体系化が重要である」と指摘して
いる（日本産業看護学会設立総会 ,2012）。
　本学会は、設立間もないが、既に学術集会
を 2 度開催し、今後も年 1 回の定期開催を予
定している。また、平成 26 年 3 月より日本
産業看護学会誌がｅジャーナルとして刊行さ
れている（http://www.jaohn.com/journal）。
Ⅱ．日本産業看護学会第２回学術集会のテー
マ
　日本産業看護学会第 1 回学術集会では、設
立趣旨を反映して「未来へはばたく産業看護
学」をメインテーマとし、学問としての産業
看護の発展と高度な実践能力の開発と産業看
護への期待について討論し、高度な実践能力
を有する産業看護師育成が不可欠であるこ
と、そのためには産業看護学を看護基礎教育
に位置づけること、その前提として産業看護
学の研究推進と体系化が必要であることを確
認した。
　今回開催した第 2 回学術集会では、「産業
看護力の集結～新たな労働と健康の調和を求
めて～」をメインテーマとして掲げ、産業看
護の究極の目標を再認識し、現在の社会経済
状況と労働との相互作用で発生する健康課題
をとおして産業看護活動のあり方について考
察するとともに、教育や実践現場で働く方々
とより良い産業看護活動の発展と教育・研究
の方向性についての討論を行った。
Ⅲ．日本産業看護学会第２回学術集会の概要
　本学術集会では、会長講演・基調講演・シ
ンポジウム・特別講演・一般演題（口演）が
行われた（表）。以下にそれぞれの内容を示
す。
１．会長講演
　会長講演では、西内学
術集会長が本学術集会の
メインテーマを紹介し
た。本講演では、労働者
のヘルスリテラシーの
向上に加え、経営戦略
に健康施策を組み込む
という職域ヘルスプロ
モーション（以下 WHP：Workplace health 
promotion）の実現について事業者の理解を
深めることが今後の産業看護の課題として強
調された。
写真1　開会式
写真2　会長講演
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２．基調講演
　基調講演は、順天堂大学医学部総合診療科
の福田洋氏より「職域ヘルスプロモーション
と産業看護　～働き盛りのヘルスリテラシー
を高める～」というテーマで、職域の強みを
生かしたヘルスプロモーションと生涯をかけ
たヘルスリテラシーの向上についてご講演い
ただいた。本講演では WHP の動向と特定健
康診査・特定保健指導に関する報告や考察を
とおして、「低成長時代の中、企業の生産性
も見据えつつ、新たな労働と健康の調和を求
める時、従業員のヘルスリテラシーの向上と
いうのは一つのキーワードになる」との考え
が示された。
３．特別講演
特別講演は、大阪ガス株式会社産業医の岡田
邦夫氏より「健康経営と産業保健」という
テーマで、ヘルシーカンパニーの創造、健康
経営と産業保健活動、産業看護職の役割につ
いてご講演いただいた。
岡田氏は、「健康経営」を推進することによ
り、企業はその存在価値を高めさらに企業の
内部収益を高めることができると述べ、従業
表　出典　日本産業看護学会第２回学術集会抄録集（2013）.4-5
写真3　基調講演
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員の健康にかかわるコン
プライアンス、従業員の
健康にかかわる経営上の
リスクマネジメント、従
業員のヘルスマネジメン
ト、従業員に対する健康
づくり事業の取組み、企
業の社会的責任、事業者の意識の 6 つの軸が
健康経営推進の基本になるという考えを示し
た。また、経営者、管理監督者を含めた働く
人一人ひとりの健康が企業の経営を支えてい
るという考えをもち、それぞれの役割を果た
すことが重要であり、産業保健スタッフの力
量も業績評価の対象となることについて事例
を用いて具体的な説明があった。
４．シンポジウム
　シンポジウムでは、企業の人事担当者、社
会保険労務士、産業看護職という異なる立場
で産業保健に関わる 3 名のシンポジストを迎
え、「企業経営を支援するヘルスプロモーショ
ンと産業看護」という視点で、それぞれの立
場から労働と健康の調和における産業看護職
の役割ついて示唆に富んだ意見をご提示いた
だいた。その後、会場の参加者を交えて企業
経営を支援するヘルスプロモーションを実践
するために、産業看護職に求められる視点・
手法・役割についてディスカッションが行わ
れた。
　人事担当者の廣瀬氏からは、「企業は、産
業看護職に医療分野に関する専門性に加え、
コミュニケーション能力、社内外の関係者と
連携や協力関係を築ける折衝・調整力、短期
長期的視点をもって対応できる能力を求めて
いる」という産業看護職に期待する能力の提
示があった。
　社会保険労務士の中尾氏は、「職場におけ
る安全衛生管理として、安全衛生管理体制の
確立、安全衛生基本方針に基づく年間重点方
針の決定と安全衛生計画の策定、ヒヤリハッ
ト活動をあげ、安全な職場環境づくりのため
には、風通しの良い職場風土づくりと経営
トップの“安全衛生はすべてに優先する”と
いう姿勢が重要である」と述べ、企業経営に
おける安全と産業保健の重要性を指摘した。
産業看護職の村田氏は、中小企業を対象とし
て行った「少ない費用で効果を上げる保健活
動」の実践例をとおし、個々のニーズを汲み
取り、無料あるいは低料金で利用できる資源
を活用することで、効率的で継続的な保健活
動を実施できることを示した。
５．一般演題
　一般演題は、13 題の登録があり、不眠や
ストレスなどのメンタルヘルス対策、労働者
の健康づくり、産業看護職の能力についてな
ど様々な視点から産業看護に関する口演が行
われた。
Ⅳ．日本産業看護学会第２回学術集会の参加
者
　本学術集会の参加者は、156 名で、前回
とほぼ同数であった。参加者の内、40 名は、
来賓、講師、スタッフ、学生ボランティアで
写真4　特別講演
写真5　シンポジウム
写真6　参加者の様子
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あるが、事務スタッフ 8 名を除く 32 名は、
講演・シンポジウム等にも参加した。そのた
め、学術集会の実質的な参加者は、148 名と
考えられる。
　148 名の参加者の職種は、保健師 57 名
（38.5％）、看護師 17 名（11.5%）、看護学生
16 名（10.8%）の順で多かった。産業看護学
会である以上、産業看護職の参加が多いこと
は想定されたが、保健師が全体の 40％と特
に多く、産業看護に占める保健師の重要性
が増していることが推察される。また、148
名の参加者から来賓や講師、スタッフ、学
生ボランティアを除いた 116 名のうち 52 名
（44.8％）が非会員であり、学会員登録の有無
にかかわらず、学習意欲が高い産業看護師が
いることが示唆された。
　以上より、今後、本学会においても学術集
会・学会誌の発行のみでなく、研修会や学術
書の発行、研究支援など活動の場を広げてい
くことが求められると考えられる。
Ⅴ．まとめ
　産業看護学会は、設立 3 年目という若い学
会であり、認知度は十分とは言えないが、今
回の学術集会を通して、その学術的な意義が
確認され、産業看護の発展がわが国の労働者
の健康のみならず、社会経済の発展に寄与す
ることが改めて認識された。
　今後、日本産業看護学会が、学術集会・産
業看護学会誌の充実に加え、研修会・調査研
究の実施、産業看護教育のあり方の検討など
活動範囲を広げ、わが国の産業看護の発展に
貢献できることを期待したい。
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